
 
 
平成22年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 

 
 
平成22年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 

修正の理由 
 （連結） 
 世界経済はおおむね回復の方向に向かい、当企業グループの各事業に関しましても市場環境は回復しつつあると認識
しておりますが、一方で欧州の財政問題をはじめ、中国の金融引締め懸念、為替変動など不安定要素が拡大しており、ま
たその影響も大きいといわざるを得ません。引き続き情報収集に努め、迅速な意思決定と生産の改善を進めながら、企業
グループ全体の黒字化に向けて努力してまいります。 
 繊維機械事業につきましては、中国市場のフィラメント織物への設備投資は当面継続すると予想しております。急激な生
産増加に対応し、売上拡大と事業の黒字化に向けて努力してまいります。しかし、景気の過熱に対する金融引締めや人民
元の切上げなどが経済に与える影響は不透明であり、慎重に情報収集を進めていかなければなりません。なお、平成22年
11月から予定しております中国でのウォータジェットルームの組立委託生産を通し、一層の市場拡大と黒字化を図ってまい
りたいと存じます。また、新型航空機のテスト飛行成功を受けて、新素材に対する産業界の関心が高まっております。織機
やコンポジット加工機械の開発を進め、炭素繊維織物分野や複合素材分野への販売拡大を図ってまいります。 
 工作用機器事業に関しましては、国内の工作機械業界の急激な回復は難しいものの、新興国の需要に牽引されながら
徐々に回復に向かうものと見ております。一方で、台湾や韓国などの新興国製品との価格競争が一段と厳しくなることが予
想されます。高い精度と高生産性を実現する製品群の整備と、コストダウン・短納期対応を進め、収支改善を図ってまいり
ます。また、さまざまな市場環境や顧客の要望に対応可能な製品開発を進め、国際競争力の強化を図ってまいりたいと存
じます。 
 このような状況を踏まえ、通期の業績予想につきましては売上高は32,500百万円と当初予想比1,300百万円拡大する見
込みです。一方、損益面においては価格競争の激化や円高等による採算の悪化もあり、営業利益、経常利益、当期純利
益ともに当初予想と変更はありません。 
 （個別） 
 業況については上記に記載の通りであります。 
 通期の業績予想につきましては売上高は31,700百万円と当初予想比1,300百万円拡大する見込みでありますが、損益面
においては当初予想と変更はありません。 
 
（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年1月19日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 31,200 △600 △600 △600 △9.38
今回発表予想(B) 32,500 △600 △600 △600 △9.38
増減額(B-A) 1,300 0 0 0
増減率(%) 4.2 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年11月期）

13,384 △6,373 △6,474 △6,651 △104.04

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 30,400 △600 △600 △600 △9.38
今回発表予想(B) 31,700 △600 △600 △600 △9.38
増減額(B-A) 1,300 0 0 0
増減率(%) 4.3 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年11月期）

12,639 △5,795 △5,866 △6,076 △95.04


